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四
日
市
区
長
と
し
て
11
年
１
か
月
間
在
職

し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担

当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。 近

こん
藤
どう
　彌

や
太
た
郎
ろう
　氏

＝四日市＝

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
12
年
８
か

月
間
在
職
し
、
選
挙
の
管
理
執
行
お
よ
び
啓

発
に
尽
力
し
ま
し
た
。

石
いし
栗
ぐり
　猛
たけし
　氏

＝小川＝

　

平
成
24
年
８
月
10
日
、
浜
新
田
農
村
公
園

脇
の
た
め
池
に
転
落
し
、
お
ぼ
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
た
児
童
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
救

助
し
ま
し
た
。

大
おお
越
ごし
　幸
さち
子
こ
　氏

＝浜新田＝

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
13
年
間

在
職
し
、
選
挙
の
管
理
執
行
お
よ
び
啓
発
に

尽
力
し
ま
し
た
。

岡
おか
村
むら
　和
かず
子
こ
　氏

＝飯野桜ヶ丘＝

　

財
団
法
人
村
上
城
跡
保
存
育
英
会
役
員
と
し
て
村

上
城
跡
の
国
史
跡
指
定
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
村

上
市
郷
土
資
料
館
運
営
委
員
会
委
員
、
史
跡
村
上
城

跡
整
備
委
員
会
委
員
と
し
て
文
化
財
の
保
存
、
活
用
、

公
開
事
業
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

髙
たか
久
く
　義
よし
一
かず
　氏

＝羽黒口＝

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
16
年
５
か

月
間
在
職
し
、
選
挙
の
管
理
執
行
お
よ
び
啓

発
に
尽
力
し
ま
し
た
。

佐
さ
藤
とう
　和

わ
一
いち
郎
ろう
　氏

＝金屋＝

　

保
護
司
と
し
て
18
年
間
在
職
し
、
地
域
社

会
の
浄
化
と
個
人
お
よ
び
公
共
の
福
祉
の
伸

展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

齋
さい
藤
とう
　敏
さとし
　氏

＝越沢＝

市ほう賞受賞
おめでとうございます

功績のあった13氏と
１団体が表彰されます

　市では、市民の模範としてふさわしい功績や行為、行政に積極的

に協力した個人や団体を表彰しています。

　今年度は、次の方々が受賞されます。

　おめでとうございます。
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学
校
図
書
購
入
費
用
と
し
て
多
額
の
寄
付

を
し
、
教
育
環
境
の
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

山
やま
田
だ
　正
まさ
雄
お
　氏

＝新潟市＝

　

瀬
波
温
泉
地
域
の
環
境
整
備
事
業
に
多
額

の
寄
付
を
し
、
観
光
行
政
の
向
上
に
寄
与
し

ま
し
た
。

株式会社　川崎商会
＝新発田市＝

　

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
大
会
女
子
円
盤
投
げ
に
お
い
て
、

５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

稲
いな
家
け
　華

か
奈
な
さん

＝上助渕＝

　

昭
和
60
年
か
ら
27
年
間
、
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま

し
た
。

山
やま
上
がみ
　玲
れい
子
こ
　氏

＝肴町＝

　

朝
日
中
野
区
長
と
し
て
10
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

小
お
野
の
　孝
たかし
　氏

＝朝日中野＝

　

昭
和
55
年
か
ら
32
年
間
、
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま

し
た
。

齋
さい
藤
とう
　武
たけ
子
こ
　氏

＝新町＝

　

大
平
区
長
と
し
て
通
算
10
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

藤
ふじ
田
た
　健
けん
治
じ
郎
ろう
　氏

＝大平＝



2012.11.1　　4

　

開
所
式
に
は
、
大
滝
市
長
、
地
元

市
議
会
議
員
や
集
落
総
代
な
ど
約
50

人
が
出
席
。
大
滝
市
長
は
、「
新
庁

舎
は
平
屋
建
て
で
、
１
階
で
全
て
の

手
続
き
が
で
き
る
た
め
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
と
て
も
利
用
し
や
す
い
庁

舎
で
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典
終

了
後
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
庁
舎
内

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
木
造
平
屋
建
て
で
、

間
仕
切
り
の
無
い
広
い
ス
ペ
ー
ス
の

事
務
室
に
全
て
の
課
（
市
民
生
活
課
、

地
域
福
祉
課
、
産
業
建
設
課
、
地
域

振
興
課
）
が
集
ま
っ
て
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
窓
口
を
利
用
す
る
市
民

か
ら
は
、「
階
段
の
昇
り
降
り
が
な

い
の
で
楽
に
用
事
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。」
と
、喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
は
、
外
部
ス
ロ
ー
プ
や

手
す
り
を
設
置
。
屋
内
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
窓

口
に
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー
を
配
置
し
て
、

座
っ
て
手
続
き
な
ど
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

車
椅
子
利
用
者
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
、

子
ど
も
連
れ
の
人
も
利
用
で
き
る
便

利
な
多
目
的
ト
イ
レ
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

利
用
し
や
す
い
庁
舎
に

　

老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
山
北
支

所
庁
舎
が
完
成
し
、
９
月
24
日
㈪
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
㈮
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、
新
庁
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

山
北
支
所
地
域
振
興
課

　

総
務
管
理
室

　

☎
77
‐
３
１
１
１

山
北
支
所
の

庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た

新

正面玄関前でテープカット
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【新庁舎平面図】

警備員室

多目的
トイレ湯

沸
室

放
送
室

機
械
室

機械室

ス
ロ
ー
プ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

書
庫

地域活動室

多目的ホール

正面玄関

応接室

会議室１

会議室２

ロッカー室

ホール

地域振興課

地域福祉課

市民生活課

産業建設課

相談室 書庫

休憩室
１

休憩室
２

　

新
庁
舎
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
な
ど
の
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
、

会
議
や
活
動
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
「
地
域
活
動
室
」
と
、
地
域
活
動

室
と
一
体
に
使
え
る
「
多
目
的
ホ
ー

ル
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
確
定

申
告
や
選
挙
時
の
期
日
前
投
票
所
と

し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
地
域
や
市
政

の
情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
利

用
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
こ

れ
ら
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
業
務
時
間
以

外
は
、
事
務
所
部
分
と
シ
ャ
ッ
タ
ー

で
仕
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

平
日
夜
間
や
休
日
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
内
の
柱
や
腰
板
、
外
壁
な

ど
の
主
要
箇
所
お
よ
び
構
造
材
に
は
、

地
元
産
の
杉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
た
冷
温

水
発
生
機
に
よ
る
空
調
（
冷
暖
房
）

設
備
を
一
部
導
入
し
て
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
削
減
を
図
り
、
環
境
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
引
き
続
き
12
月
28
日
㈮

ま
で
、
旧
庁
舎
解
体
や
車
庫
棟
建
築
、

冷
温
水
発
生
機
の
設
置
、
舗
装
、
排

水
路
敷
設
な
ど
の
外
構
工
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
新
庁
舎
前
に
は

駐
車
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
庁
舎
へ
お

越
し
の
際
は
、
前
面
の
道
路
を
挟
ん

だ
職
員
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
し

ば
ら
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て

地
元
産
材
の
活
用
と
自
然
環
境
へ

の
配
慮

工
事
は
年
内
い
っ
ぱ
い
ま
で

【庁舎棟工事概要】

・構　造　木造平屋建て

・屋　根　亜鉛メッキ鋼板横葺き

・外　壁　下見板および押出成型板貼り

・床面積　748.81㎡
・主材質　杉（地元産材）

庁舎内は、この
ようになって
います。

【事務所（窓口）】

【会議室】

【地域活動室】

【外部スロープ】

【多目的ホール】
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村
上
市
の
公
共
交
通
の
在
り
方
を

協
議
し
て
い
る
「
村
上
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
」
で
は
、
昨
年

10
月
か
ら
市
内
各
地
区
で
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
た
「
デ
マ
ン
ド
型
の
り
あ

い
タ
ク
シ
ー
」
や
「
ま
ち
な
か
循
環

バ
ス
」
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

運
行
開
始
か
ら
一
年
が
経
過
し
た

こ
と
か
ら
、
地
域
の
利
用
状
況
や
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
、
見
直
し
を
行
い
、
10
月
か
ら

一
部
地
域
で
内
容
を
変
更
し
て
運
行

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
上
地
区
の
一
部
で
の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
新
た
に
開

始
し
て
い
ま
す
。

■
公
共
交
通
実
証
運
行
計
画

新
規
実
証
運
行

［
11
月
１
日
か
ら
］

　

11
月
１
日
か
ら
新
た
に
瀬
波
・
山

辺
里
の
地
域
で
村
上
総
合
病
院
へ
の

「
通
院
対
応
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
運
行
方
法
は
、

平
日
運
行
で
、
１
日
２
便
（
行
き
１

便
、
帰
宅
１
便
）
運
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
海
岸
部
で
行
わ
れ
て
い

た
実
証
運
行
を
終
了
し
、
新
た
に
山

間
部
で
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
運
行
方
法
は
、
山
間
部
を
３
つ

瀬
波
・
山
辺
里

山
北
地
区

に
分
け
、
各
地
区
曜
日
指
定
に
よ
る

１
日
３
便
（
行
き
１
便
、
帰
宅
２
便
）

運
行
し
ま
す
。

実
証
運
行
の
変
更

［
10
月
１
日
か
ら
運
行
中
］

　

利
用
者
や
商
業
関
係
者
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
地
区
内
で
試
験
的
に
買

物
へ
の
対
応
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

買
物
へ
の
対
応
は
、
現
在
の
運
行

の
中
で
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に

限
定
し
、
荒
川
商
工
会
の
協
力
に
よ

り
、
荒
川
シ
ョ
ン
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
乗
降
場
所
に
設
定
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
買
物
へ
の
対
応
は
、
お
お

む
ね
１
年
程
度
の
予
定
で
す
。

荒
川
地
区

　

今
年
４
月
か
ら
村
上
総
合
病
院
か

ら
自
宅
ま
で
の
「
帰
宅
対
応
の
り
あ

い
タ
ク
シ
ー
」
を
平
日
１
便
で
実
証

運
行
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
10
月

１
日
か
ら
は
、「
通
院
対
応
の
り
あ

い
タ
ク
シ
ー
」
１
便
を
追
加
し
、
行

き
帰
り
平
日
１
日
２
便
で
の
実
証
運

行
に
変
更
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
実
証
運
行

［
継
続
］

　

神
林
地
区
の
村
上
総
合
病
院
と
県

立
坂
町
病
院
へ
の
「
通
院
対
応
の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
」、
村
上
地
区
「
ま

ち
な
か
循
環
バ
ス
」、
路
線
バ
ス
を

山
北
地
区
へ
延
伸
し
て
運
行
す
る

「
馬
下
─
板
貝
線
」
は
、
現
行
の
ま

ま
運
行
し
て
い
ま
す
。

朝
日
地
区

そ
の
他
地
区

●
問
い
合
わ
せ

　

自
治
振
興
課
公
共
交
通
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
３
）

公
共
交
通
実
証
運
行

を
実
施
し
て
い
ま
す
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■
利
用
料
金
の
見
直
し

　

「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
料
金
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
は
、
村
上
市
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
、
１
㎞

あ
た
り
１
０
０
円
に
設
定
し
、
実
証

運
行
開
始
後
、
利
用
状
況
を
見
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
方
針
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
遠
距
離
利
用
者
の
利
用
負
担

■一年間の実証運行実績

　平成23年10月〜平成24年９月分
　	（ただし、朝日地区の実績は、平成
24年４月分から）

地区名 項　目 実績

荒川地区

稼働率 50.5％

利用者数 2,977人

利用者数/日 12.2人

利用者数/台 1.8人

神林地区

稼働率 55.0％

利用者数 1,045人

利用者数/日 4.3人

利用者数/台 1.6人

朝日地区

稼働率 46.4％

利用者数 97人

利用者数/日 0.8人

利用者数/台 1.7人

山北地区

稼働率 19.0％

利用者数 232人

利用者数/日 1.3人

利用者数/台 1.6人

村上地区
−循環バス−

利用者数 5,775人

利用者数/日 23.8人

利用者数/台 2.2人

山北地区
−板貝延伸−

利用者数 608人

利用者数/日 2.5人

利用者数/台 0.6人

※	稼働率とは、地区ごとの総運行数に対
して、実際に動いている運行数の割合
です

■新料金表
区間距離 設定料金

１km 100円
２km 200円
３km 300円
４km 400円
５km 500円
６km−10km 600円
11km−15km 900円
16km以上 1,200円

村上市地域公共交通活性

化協議会からのお願い
　本協議会では、現在の実証運行に関

する状況を把握するため、主要な病院

や地域での集まりなどに職員が出向

き、利用方法のPRや意見・要望の聞き

取りなどを行っています。聞き取りを

行う際には、お手数でもご協力をお願

いします。

　また、最近公共交通への携帯メール

による問い合わせや意見などをいた

だきますが、送信者の携帯電話の設定

のため、回答が送れないことがありま

す。携帯メールでの意見・要望を送る

際は、パソコンからのメールが受信で

きるように設定をお願いします。

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

実
証
運
行
Ｑ
＆
Ａ

　

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
質
問
の
中
で
、
多

か
っ
た
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
証
運
行
に
関
す
る
質

問
や
意
見
、
要
望
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
自
治
振

興
課
お
よ
び
各
支
所
に
配
置
し
て

あ
る
フ
ァ
イ
ル
に
て
公
開
し
て
い

ま
す
。

■
利
用
方
法
に
関
す
る
質
問

Ｑ
．
１
台
で
乗
り
き
れ
な
い
場
合

は
、
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
．
増
便
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
当
日
の
予
約
は
可
能
か
。

Ａ
．
当
日
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
が
必
要
な
便
は
、
利
用
す

る
日
の
１
週
間
前
か
ら
前
日
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

の
間
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
途
中
で
降
り
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
。

Ａ
．
自
宅
か
ら
乗
降
場
所
ま
で
の

間
の
運
行
と
な
り
ま
す
。
途
中

で
降
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
車
い
す
で
も
、
の
り
あ
い
タ

ク
シ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
か
。

Ａ
．
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
対

応
し
て
い
ま
せ
ん
。
福
祉
タ
ク

シ
ー
や
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

車
い
す
に
対
応
し
た
移
動
手
段

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
通

院
者
だ
け
し
か
利
用
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
通
院
以
外
の
人
も
利
用
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
入
院
し
て
い

る
人
の
看
病
や
お
見
舞
い
な
ど

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
料
金
に
関
す
る
質
問

Ｑ
．
生
活
保
護
世
帯
が
利
用
す
る

場
合
の
料
金
は
い
く
ら
か
。

Ａ
．
通
常
料
金
と
同
じ
で
す
。

　

な
お
、
小
学
生
と
障
が
い
者
は

料
金
が
半
額
で
す
。
未
就
学
児

は
無
料
で
す
。

Ｑ
．
数
人
乗
れ
ば
料
金
が
安
く
な

り
ま
す
か
。

Ａ
．
一
人
当
た
り
の
料
金
で
す
。

二
人
乗
車
し
た
か
ら
半
額
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
付

添
人
も
利
用
で
き
る
の
か
。

Ａ
．
付
添
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
料
金
は
、
別
途
、
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

Ｑ
．
な
ぜ
駅
も
乗
り
場
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
．
電
車
で
地
区
外
の
病
院
に
通

院
し
て
い
る
人
の
利
用
も
考
慮

し
た
た
め
で
す
。

を
軽
減
し
、
よ
り
使
い
や
す
く
身
近

な
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
目
指
し
て

改
定
し
た
も
の
で
す
。

　

料
金
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た

り
継
続
で
き
る
公
共
交
通
を
確
立
す

る
上
で
も
非
常
に
重
要
で
す
。
今
後

も
、
実
情
に
合
っ
た
実
証
運
行
を
行

う
た
め
、
状
況
に
応
じ
た
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
運
営

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
か
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
た
平
成
23
年
度
の
決
算
概
要
と
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
四
捨
五
入
に
よ
り
差
し
引

き
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

決　
算

　

決
算
と
は
、
予
算
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の

収
入
と
支
出
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、
議
会
に
報
告
し
、
予
算
の
使
い
方
が
適

正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
認
定
を
受
け
ま
す
。

■ 

一
般
会
計

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額

３
１
８
億
１
５
９
６
万
円
、
歳
出
総
額
３
０

平成23年度　村上市

●問い合わせ

　財政課財務係　☎53−2111
　（内線323、324）

財政
状況

●地方交付税　135億6,870万円（＋2.2％）

　	国から一定のルールに基づいて交付される「普通

交付税」と、天災などの事情にあわせて交付される

「特別交付税」に分けられる

●市税　68億2,474万円（△2.0％）

　市民税、固定資産税、軽自動車税など

●国庫支出金　27億5,468万円（△26.0％）

　市が行う事業などに対して、国から交付されるもの

●県支出金　18億6,097万円（＋6.0％）

　市が行う事業などに対して、県から交付されるもの

●市債　16億8,830万円（△53.7％）

　国や市内金融機関からの借入金

●諸収入　13億9,645万円（＋1.6％）

　延滞金、預金利子、その他雑収入

●譲与税・交付金等　13億4,178万円（△4.3％）

　	自動車重量譲与税や、地方消費税交付金など国か

ら交付されるもの

●分担金および負担金　５億8,605万円（△3.4％）

　学童保育所利用料、各種健診負担金など

●使用料および手数料　３億8,151万円（△2.0％）

　施設の使用料や、証明手数料など

●その他　14億1,278万円（△33.9％）

　繰越金、財産収入、寄附金など

※（　　）内は前年度対比

地方交付税
135億6,870万円

44%

市税
68億2,474万円

21％

県支出金
18億6,097万円

6%

市債
16億8,830万円

5%

譲与税・交付金等
13億4,178万円

4%

国庫支出金
27億5,468万円

9%

分担金および負担金
5億8,605万円

2%

諸収入
13億9,645万円

4%

使用料および手数料
3億8,151万円　1%

その他
14億1,278万円

4%

歳入

４
億
１
７
１
３
万
円
で
、
差
し
引
く
と
13
億

９
８
８
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
（
繰
越
事
業
の
財
源
）
を
差
し
引
い
た

収
支
（
実
質
収
支
）
は
、
12
億
９
３
０
２
万

円
と
な
り
、「
黒
字
」
と
な
り
ま
し
た
。

■
収
入

　
市
税
・
国
庫
支
出
金
が
減
少
、
地
方
交
付

税
は
増
加

　

市
の
収
入
の
主
な
も
の
は
、
国
か
ら
一
定
の

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
と
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
市
税
で
す
。
前
年
度
と
比
べ
、
地

方
交
付
税
は
約
２
億
８
７
０
３
万
円
増
加
し
、

市
税
は
、
都
市
計
画
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
り

約
１
億
３
９
２
２
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
総
額
は
前
年
度
よ
り
大
幅
に
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
規
模
な
建
設
事
業

な
ど
の
完
了
に
よ
り
、
国
か
ら
の
補
助
金
の

減
少
、
市
債
の
借
入
額
の
減
少
な
ど
が
主
な

要
因
で
す
。

■
支
出

　
土
木
費
が
増
加
、
消
防
費
・
教
育
費
は
減
少

　

土
木
費
は
豪
雪
に
よ
る
除
雪
対
策
経
費
、
繰

越
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
て
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
統

合
事
業
な
ど
、
教
育
費
は
山
辺
里
統
合
小
学

校
建
設
事
業
な
ど
大
規
模
な
建
設
事
業
が
平

成
22
年
度
に
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
、

支
出
総
額
も
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  一般会計歳入内訳  
総額 318億1,596万円



9　　2012.11.1

平成23年度の主な施策・事業

■民生費
・子ども手当等支給事業	 10億6,471万円
・障害者自立支援事業	 ８億4,007万円
※	このほかに、高齢者の生きがい活動・生活支援事
業、老人ホームの運営、子育て家庭への育児支援な
どを行いました

■土木費
・幹線道路整備事業	 ２億2,780万円
・市道整備事業	 5,941万円
※	このほかに、歩道などの整備や河川改修、良好な
景観形成を推進する景観計画策定などを行いま
した

■教育費
・小中学校施設改修事業	 ６億3,123万円
・生涯学習センター整備事業	 4,157万円
※	このほかに、教育補助員などによる学習支援、文
化財の保護や体育施設の改修などを行いました

■総務費
・生活交通確保対策事業	 １億7,715万円
・協働のまちづくり推進事業	 2,082万円
※	このほかに、集落の集会施設の整備支援や防犯
灯の設置・維持管理、市全域の空き家調査など
を行いました

■衛生費
・予防接種事業	 １億8,356万円
・子どもの医療費助成事業	 １億2,501万円
※	このほかに、生活習慣病予防のため健康診査や妊
婦健診の助成、ごみの減量・再資源化のため分別
収集などを行いました

■農林水産費
・農地・水・環境保全向上対策事業	 4,355万円
・漁港整備事業	 7,742万円
※	このほかに、農業機械・施設の導入助成や用水
路等の改修、間伐実施への助成や林道の改良・
修繕などを行いました

■消防費
・高規格救急自動車等購入事業	 2,956万円
・消防団車両ポンプ購入事業	 3,570万円
※	このほかに、東日本大震災の避難者受け入れの
ため避難所の設置・生活支援や、防災行政無線
の改修などを行いました

■商工費
・「元気“eまち“村上市」観光情報発信事業
	 2,019万円
・町娘（町衆）コンシェルジュ育成事業	 1,505万円
※	このほかに、中小企業の経営支援やプレミアム
商品券の発行助成、観光施設の管理などを行い
ました

●民生費　77億6,190万円（＋0.1％）

　各種福祉の助成や、保育園の運営経費など

●公債費　43億6,120万円（△5.4％）

　市債（借入金）の返済金

●土木費　41億5,211万円（＋14.4％）

　道路橋りょうの建設や、下水道事業への繰出金など

●教育費　32億9,528万円（△26.0％）

　小・中学校の管理経費や、文化財の保護など

●総務費　27億3,747万円（△16.3％）

　庁舎の管理経費や、情報通信事業への繰出金など

●衛生費　21億676万円（△1.5％）

　	予防接種・医療給付の助成や、ごみ処理場の運営

経費など

●農林水産業費　17億5,977万円（△9.2％）

　農林水産業の振興のための経費など

●消防費　16億1,147万円（△24.2％）

　消防施設の管理経費や、消防団の経費など

●商工費　15億9,304万円（△3.0％）

　商工業の振興のための経費など

●その他　10億3,813万円（△57.0％）

　議会費、災害復旧費、諸支出金など

民生費
77億6,190万円

26%

公債費
43億6,120万円

14%

土木費
41億5,211万円

14%

教育費
32億9,528万円

11%

総務費
27億3,747万円

9%

衛生費
21億676万円

7%

消防費
16億1,147万円

5%

商工費
15億9,304万円

5%
その他

10億3,813万円
3%

歳出

農林水産業費
17億5,977万円

6%

  一般会計歳出内訳  
総額 304億1,713万円

市民１人当たりに使われたお金
民 生 費 116,522円 衛 生 費 31,627円
公 債 費 65,471円 農林水産業費 26,418円
土 木 費 62,332円 消 防 費 24,192円
教 育 費 49,469円 商 工 費 23,915円
総 務 費 41,095円 そ の 他 15,584円
合 　 計 456,625円
※平成24年３月31日現在の人口66,613人で計算
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会計名 歳　入 歳　出 差引額

土地取得 37万円 37万円 ０万円

情報通信事業 ２億7,562万円 ２億6,922万円 640万円

みどりの里 ２億7,520万円 ２億7,520万円 ０万円

蒲萄スキー場 3602万円 3,434万円 168万円

国民健康保険 76億8,235万円 75億4,953万円 １億3,282万円

国民健康保険診療所 1,698万円 1665万円 33万円

後期高齢者医療 ６億1,155万円 ６億1,004万円 151万円

介護保険 65億4,405万円 65億572万円 3,834万円

介護サービス事業 6,448万円 6,321万円 127万円

下水道事業 52億9,018万円 52億975万円 8,043万円

集落排水事業 ８億8,316万円 ８億6,753万円 1,563万円

簡易水道事業 ７億3,756万円 ７億2,219万円 1,537万円

会計名 決　算　額

上水道事業

収益的収支
収入 ９億9,420万円

支出 ８億6,155万円

資本的収支
収入 ４億4,029万円

支出 10億7,292万円

※	資本的収入が資本的支出に不足する額６億

3,263万円は、上水道事業会計の内部留保資金

などで補てんされます

会計名 平成23年度末残高

一般会計 334億6,725万円

情報通信事業 16億7,799万円

下水道事業 340億9,410万円

集落排水事業 97億3,335万円

簡易水道事業 27億7,263万円

上水道事業 54億4,881万円

■ 
市
債（
借
入
金
）残
高

　

一
般
会
計
の
市
債
の
残
高
は
、
前
年
度
よ

り
23
億
１
９
３
１
万
円
減
り
、
３
３
４
億
６

７
２
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
主
に
道
路
や
学
校
な
ど
長
期
間

利
用
し
て
い
く
施
設
な
ど
の
建
設
費
用
の

た
め
の
借
入
金
で
す
。
市
債
の
発
行
に
よ
り
、

次
の
世
代
の
人
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
世
代
間
の
公
平
性
を
考
慮
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
計
画
的
な
施
設
整
備
な
ど
を
行

い
、
市
債
の
残
高
を
減
ら
す
よ
う
進
め
て
い

き
ま
す
。

■ 

特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
で
得
ら
れ
る
収
入

を
主
な
財
源
と
し
て
、
事
業
に
係
る
経
費
を

支
出
す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
収
支

を
管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
の
収
支
は
、
全
て
の
会
計
で
黒

■ 

公
営
企
業
会
計

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
原
則
と

し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。

会
計
方
法
も
他
の
会
計
と
異
な
り
、
そ
の
年
度

の
経
営
損
益
を
示
す
「
収
益
的
収
支
」
と
将
来

の
経
営
に
備
え
て
行
わ
れ
る
建
設
改
良
事
業
の

「
資
本
的
収
支
」
に
分
別
し
た
会
計
方
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
み
ど
り
の
里
特
別
会
計
は
、
平
成

23
年
度
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。

村上第一中学校校舎の
耐震補強工事

下水道工事の様子

村上浄水場

介護予防教室の様子
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※
１
　
健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、「
実
質

赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来

負
担
比
率
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

比
率
が
「
早
期
健
全
化
基
準
」・「
財

政
再
生
基
準
」
を
超
え
た
場
合
に
、

「
財
政
健
全
化
計
画
」
や
「
財
政
再

生
計
画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
の
勧

告
を
受
け
な
が
ら
財
政
の
健
全
化
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
２
　
実
質
赤
字
比
率

　

住
民
票
の
発
行
や
道
路
建
設
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
関
わ
る
部
門

を
行
っ
て
い
る
「
一
般
会
計
」
な
ど

の
赤
字
額
の
比
率
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
合
計
は
黒
字
で

用
語
の
解
説
と
市
の
状
況

し
た
の
で
、「
−
」
と
表
示
し
て
い

ま
す
。

※
３
　
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
に
、
国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
、
水
道
、
下
水
道
事

業
な
ど
、
市
で
運
営
し
て
い
る
す
べ

て
の
会
計
を
加
え
た
市
全
体
の
赤
字

額
の
比
率
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
各
会
計
決
算
の
合

計
は
黒
字
で
し
た
の
で
、「
−
」
と

表
示
し
て
い
ま
す
。

※
４
　
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
で
支
払
う
市
債
償

還
金
の
ほ
か
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の

負
担
金
や
特
別
会
計
、
一
部
事
務
組

合
の
借
入
金
償
還
の
負
担
分
な
ど
、

昨
年
１
年
間
で
債
務
を
ど
の
程
度
負

担
し
た
の
か
判
断
す
る
比
率
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
超
え

る
と
市
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
、
市

独
自
の
施
策
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

※
５
　
将
来
負
担
比
率

　

こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
く
ら
い
の
負

担
が
あ
る
の
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

市
債
の
残
高
や
福
祉
施
設
建
設
へ

の
負
担
、
特
別
会
計
、
事
務
組
合
の

借
入
金
へ
の
負
担
金
、
職
員
の
退
職

金
な
ど
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可

能
性
の
あ
る
負
債
を
も
と
に
算
定
さ

れ
ま
す
。
市
の
比
率
は
、
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
市
債
の
発
行
を
抑
え
る

な
ど
、
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

※
６
　
資
金
不
足
比
率

　

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
の
経
営
状
態
の
悪
化
の
度

合
い
を
示
す
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、「
−
」

と
表
示
し
て
い
ま
す
。

健全化判断比率 ※1	 （単位：％）

健全化判断比率 23年度
22年度
（参考）

早期健全化
基準

財政再生基準

実質赤字比率	 ※２ − − 12.33 20.00

連結実質赤字比率	※３ − − 17.33 30.00

実質公債費比率	 ※４ 17.5 17.5 25.0 35.0

将来負担比率	 ※５ 167.0 163.6 350.0

資金不足比率 ※６	 （単位：％）

会計名 23年度
22年度
（参考）

経営健全化基準

下水道事業特別会計 − − 20.0

集落排水事業特別会計 − − 20.0

簡易水道事業特別会計 − − 20.0

上水道事業会計 − − 20.0

※赤字額がないため「−」と記載

村上市の状況

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
県
や
市
町
村
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぎ
、
健
全

な
財
政
運
営
の
確
保
を
図
る
た
め
、
決
算
に
基
づ
い
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企
業
部
門
（
上
水
道
事
業
や
下

水
道
事
業
）
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
財
政
の
健
全
度
を
測
る
も
の
で
、
平
成
23
年
度
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

近
い
将
来
、
こ
れ
ら
指
標
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、
指
標
が
上
昇
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※	

監
査
委
員
の
監
査
を
受
け
、
市
議
会
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
値
は
暫
定
数
値
で
す
の
で
、
今
後
、
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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市の職員数や給与などについて公表します
１　人件費率（平成23年度普通会計決算）

※	普通会計では、国民健康保険、水道事業などの特別会計事業に従
事する職員の人件費は除かれています

※	人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市長、議員など）
の給料、手当、共済負担金などが含まれています

２　給与費の内訳（平成23年度普通会計決算）

※	職員手当は、退職手当を除いたその他の手当（扶養手当、通勤手
当、時間外勤務手当など）の総額です

３　定員の状況
※臨時、非常勤職員除く（平成24年4月1日現在）

区分 職員数 区分 職員数

部門
平成
23
年度

平成
24
年度

部門
平成
23
年度

平成
24
年度

一般行政

議会 4 4

特別行政

教育 99 97

総務 148 147 消防 139 139

税務 37 37

民生 173 159 小計 238 236

衛生 67 64

公営企業

病院 1 1

労働 水道 25 24

農林水産 45 44 下水道 24 23

商工 26 16 その他 42 41

土木 33 30 小計 92 89

小計 533 501 合計 863 826

４　特別職の報酬等の状況（平成24年4月1日現在）

区分 給料・報酬月額
期末手当
（平成24年度支給割合）
　６月期	 1.40月分
　12月期	 1.55月分
　計	 2.95月分

給
料

市　長 786,000円

副市長 603,000円

報
酬

議　長 359,000円

副議長 295,000円

議　員 273,000円

５　一般行政職の級別構成比（平成24年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 課長・支所長・参事 1人 0.2％	

６級 課長・支所長・参事 30人 7.2％	

５級 課長・支所長・参事・課長補佐 56人 13.4％	

４級 副参事 54人 13.0％	

３級 係長・主査 204人 48.9％	

２級 主任 52人 12.5％	

１級 主事・技師 20人 4.8％	

計 417人 100.0％	

※	村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分に
よる職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に
該当する代表的な職名です

【給与について】

１　職員の平均給料月額（平成24年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職 消防職

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

村上市 306,134円 42.3歳 288,029円 48.5歳 303,924円 40.0歳

新潟県 336,185円 42.8歳 353,328円 49.6歳

２　職員の初任給（平成24年4月1日現在）

区分
一般行政職 技能労務職 消防職

大学卒 高校卒 高校卒 高校卒

村上市 初任給 172,200円 140,100円 137,200円 158,100円

国 初任給 総合職

172,557円 133,418円 130,656円

(181,200円) (140,100円) (137,200円)

一般職

163,987円

(172,200円)

※	国家公務員給与の（　）内の額は、給与改定・臨時特例法に基づく給与減額前の額となります

３　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成24年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 247,025円 279,932円 354,533円

高校卒 220,300円 250,651円 297,526円

技能労務職 高校卒 195,600円 273,699円 306,144円

消防職 高校卒 238,650円 279,915円 305,057円

【手当について（主なもの）】

１　期末・勤勉手当（平成24年度支給割合）

村上市 国

	 期末	 勤勉
６月期	 1.225月分	 0.675月分
12月期	 1.375月分	 0.675月分
計	 2.600月分	 1.350月分
※制度上の段階、職務の級等による加算措置あり

村上市と同じ

２　退職手当（平成24年4月1日現在）

(支給率)	 （自己都合）	 (勧奨・定年)
勤続2 0年	 23.5	月分	 30.55月分
勤続2 5年	 33.5	月分	 41.34月分
勤続3 5年	 47.5	月分	 59.28月分
最高限度額	 59.28月分	 59.28月分
調 整 額　	属していた職員の区分に応じて定める額を加算

（60月分）
加算措置　	定年前早期退職の場合は、1年につき2％加算

（20％限度）
※	平成18年4月1日改正による経過措置があります

平成23年度退職者１人当たり平均支給額	21,470千円

３　扶養手当（平成24年４月1日現在）

村上市 国

配偶者	 13,000円
その他	 各6,500円

村上市と同じ

４　住居手当（平成24年４月１日現在）

村上市 国

借家　	月額12,000円以上の家賃を払っている職員に
対し、家賃額に応じ最高27,000円まで

村上市
と同じ

５　通勤手当（平成24年４月１日現在）

村上市 国

電車・バスなどの交通機関利用者
運賃の額に応じて最高55,000円まで支給

村上市と同じ

自動車等利用者
片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円まで支給

2,000円から
24,500円まで

●問い合わせ　総務課人事係

　　　　　　　☎53−2111（内線318）

人件費
61億7,275万円（20.1%）

人件費以外の歳出
245億 3,427 万円
（79.9％）

給料
27億 5,853 万円
（67.8%）

職員手当
3億 2,709 万円
（8.0%）

期末勤勉手当
9億 8,498 万円
（24.2%）
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〜10月1日から障害者虐待防止法が施行されました〜

　障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律）は、虐待によって障

がい者の権利や尊厳がおびやかされることを防ぐ法律です。

■対象となる障がい者

　・身体障がい者　・知的障がい者　・精神障がい者（発達障がいを含む）

　・その他、心身障がいなどによって日常生活や社会生活に援助が必要な人

■障がい者虐待の種類

　・養護者（現に障がい者を養護する人）による虐待

　　　障がい者の世話や金銭の管理をしている家族や親族、同居する人によるもの

　・障がい者福祉施設従事者などによる虐待

　　　障がい者福祉施設や障がい者福祉サービスの事業所で働いている職員によるもの

　・使用者による虐待

　　　障がい者を雇用している事業所などによるもの

身体的虐待
障がい者の体に傷や痛みを負わせる暴行を加えること。ま
た、正当な理由なく身動きがとれない状態にすること。

性的虐待
障がい者に無理やり（また同意と見せかけ）わいせつなこ
とをしたり、させたりすること。

心理的虐待
障がい者を侮辱したり拒絶したりするような言葉や態度
で、精神的な苦痛を与えること。

放棄・放任（ネグレクト）
食事や入浴、洗濯、排泄などの世話や介助をほとんどせず、
障がい者の心身を衰弱させること。

経済的虐待
本人の同意なしに、障がい者の財産や年金などを使うこ
と。障がい者に理由なく金銭を渡さないこと。

　市では、虐待の通報を受けた後、事実関係を調査し、双方への支援を行います。

【虐待をされている人（障がい者）】

・	虐待をされている障がい者の命に関わるような場合は、障がい者を保護し、虐待をしている人から一時的

に引き離します。

・	障がい者を保護する必要がなくとも、地域で自立した生活ができるよう居住する場の確保や就業、障がい

福祉サービスの利用、医療機関の紹介などといった支援を行います。

【虐待をしている人（家族や事業所など）】

・	障がい福祉サービスの利用などによる介護の負担を軽くする方法や専門家の助言や指導によって障がい

への正しい知識や情報を提供するなどの支援を行います。

　障がい者が、家族や施設などの職員、会社の事業主などから虐待をされているのに気付いた場合は、一人で

抱え込んだり、放置したりせず、速やかに市役所本庁または各支所の障害担当に通報してください。

　幸い、市ではこれまで重大な虐待行為の届出はありませんが、早期の発見と支援が虐待されている障がい

者だけでなく、虐待している側の家族などの救済につながります。

●虐待行為に関わる通報や相談のお問い合わせ

　福祉課福祉政策室　☎53−2111（内線245・247）　または各支所地域福祉課福祉室

　　荒川地区　☎62−3104　　　神林地区　☎66−6113
　　朝日地区　☎72−6887　　　山北地区　☎77−3113

対象となる障がい者と虐待の種類

虐待されている人、している人双方を支援します

気付いたらすぐに通報を

障がい者が安心して暮らせるように
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◆各園の所在地・定員など◆

地区 保育園名 電話番号 定員
乳児保育
受入月齢

村上

第一保育園 52−3085 90 ４か月
第二保育園 52−2488 90 ４か月
岩船保育園 56−7124 120 ４か月
瀬波保育園 52−4400 90 ４か月
上海府保育園 58−2026 30 11か月
山辺里保育園 53−1541 90 ４か月
山居町保育園 52−4179 90 11か月

荒川

金屋保育園 62−2355 100 11か月
大津保育園 62−3034 80 11か月
坂町保育園 62−3073 80 ４か月
荒島保育園 62−4192 80 11か月

神林
向ヶ丘保育園 66−8330 140 ４か月
みのり保育園 66−8370 120 ４か月

朝日

舘腰保育園 72−1554 100 ４か月
三面保育園 72−1230 45 11か月
高南保育園 72−1153 90 11か月
猿沢保育園 72−1170 90 ４か月
塩野町保育園 73−1050 90 11か月

山北
山北にじいろ保育園 77−2012 80 ４か月
山北おおぞら保育園 77−2620 90 ４か月

村上
村上こひつじ保育園
（認定こども園）

52−4431 21 ６か月

◆
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈭

　

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

◆
申
し
込
み
で
き
る
人

・
村
上
市
に
住
民
登
録
を
有
し
て
い
る
。

・
父
母
お
よ
び
祖
父
母
な
ど
が
就
労
や
傷
病

な
ど
の
理
由
で
保
育
で
き
な
い
。

◆
入
園
決
定

　

各
家
庭
の
状
況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
て
入
園
を
決
定
し
、
来
年
１
月
末
頃
に
「
入

園
承
諾
書
」
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

入
園
希
望
の
多
い
保
育
園
で
は
、
父
母
の

就
労
や
傷
病
の
場
合
が
優
先
さ
れ
、
求
職
中

の
場
合
は
希
望
す
る
保
育
園
へ
の
入
園
が
難

し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入

園
調
整
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
育
料

　

児
童
と
生
計
が
一
緒
の
父
母
の
前
年
分
の

所
得
税
額
ま
た
は
前
年
度
の
市
民
税
額
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
計
の
中
心
者

が
父
母
以
外
の
扶
養
義
務
者
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
課
税
額
が
合
算
さ
れ
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
も
同
様
で
す

◆
そ
の
他

　

保
育
園
の
詳
し
い
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
目
的
別
メ
ニ
ュ
ー
の
「
福
祉　

保
育
園
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
１
日
か
ら
市
役
所
福
祉
課
お

よ
び
各
支
所
地
域
福
祉
課
の
窓
口
に
配
置
す

る
冊
子
「
入
園
の
ご
案
内
」
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室　

保
育
園
担
当

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

　

	

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
福
祉
室
、
各

保
育
園

平
成
25
年
度　

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

　認定こども園とは、教育と保育を一

体的に提供する機能や子育て支援を

行う機能を備える施設です。

　学校法人	村上恵泉学園では、村上

こひつじ保育園（平成24年３月28日認

可）を設置し、認定こども園として総

合的な子育て支援を行っています。

◆募集定員

　０歳児（６名）、１歳児（６名）

　２歳児（９名）

◆保育時間

　月～土曜日　午前８時～午後４時

◆延長保育　午前７時～８時

　　　　　　午後４時～７時

◆受け付け期間および保育料

　市の保育園と同じです

●申し込みおよび問い合わせ

　学校法人	恵泉学園　☎52−4431

平成24年４月１日
認定こども園「村上こひつじ
保育園」が開園しました
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◆
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈭

　

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

◆
対
象
児
童

　

市
内
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
で
、
放
課
後

自
宅
へ
帰
っ
て
も
保
護
者
な
ど
が
い
な
い
家

庭
の
児
童

◆
利
用
料　

１
人　

月
額
５
０
０
０
円

◆
開
設
時
間

　

放
課
後
〜
午
後
６
時
30
分

　

※	

土
曜
日
と
夏
休
み
期
間
な
ど
は
午
前
７

時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

◆
休
所
日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
（
８
月
13
日
〜
８

月
18
日
の
う
ち
連
続
す
る
３
日
間
）、
年
末
年

始
（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
）、
そ
の
他
都
合

に
よ
り
休
所
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
児
童
の
送
迎

　

児
童
は
、
放
課
後
に
徒
歩
、
ま
た
は
バ
ス

で
学
童
保
育
所
へ
行
き
ま
す
。
帰
宅
は
、
保

護
者
に
迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
そ
の
他

・
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

選
考
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
書
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
お
よ

び
各
支
所
地
域
福
祉
課
福
祉
室
、
ま
た
は

各
学
童
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

（
注
）	

村
上
南
小
学
校
区
で
は
、「
南
町
学
童

保
育
所
」
お
よ
び
「
な
ん
し
ょ
う
ク
ラ
ブ
」

の
施
設
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
日
、

割
り
振
り
を
し
ま
す
の
で
、
施
設
名
は

「
南
町
学
童
保
育
所
」
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

	

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
福
祉
室

平
成
25
年
度　

学
童
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す

◆各学童保育所の校区と所在地など◆

校　　区 学童保育所名 住　　所 電話番号 定員

村上小学校 二之町学童保育所 二之町１番10号 53−3323 30

村上南小学校

南町学童保育所 南町二丁目11番58号 53−3077 30

なんしょうクラブ
南町二丁目１番11号
（村上南小学校プレールーム）

080−
1248−6118 30

瀬波小学校 瀬波学童保育所 瀬波上町４番１号 53−4130 50

岩船小学校 岩船学童保育所 岩船上大町２番23号 56−8787 30

山辺里小学校 山辺里学童保育所 日下1428番地（山辺里小学校内） 52−3321 40

保内小学校 保内学童保育所 下鍜冶屋388番地１ 50−5125 30

金屋小学校 金屋学童保育所 金屋2014番地１（金屋小学校内） 62−2101 10

神林地区内小学校 神林学童保育所 九日市356番地４ 66−7297 30

朝日地区内小学校 朝日学童保育所 小川29番地３ 53−4711 30

さんぽく北小学校 山北やまゆり学童保育所 府屋313番地１ 77−4820 25

さんぽく南小学校 山北はまゆり学童保育所 勝木730番地 77−3050 15
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　好天に恵まれた今年の大会は、20回目となる記念大会。海外のアスリートも多数参加し、計1,020人の出場者

が、沿道で声援を送る市民の前を駆け抜けました。

　ご協賛いただきました関係各位と多数のボランティアの皆さんのご協力で事故もなく大会を終えること

ができたことに心から感謝申し上げます。また、市民の皆様には大会に伴う交通規制などで大変ご迷惑をお

かけいたしました。ご協力ありがとうございました。

村上・笹川流れ国際トライアスロン大会実行委員会　☎53−3399

　今年もニューエイジドラゴンの皆さ
んが、エイドステーションやゴールな
どでお手伝いをしてくれました。元気
な子どもたちの対応に選手も元気づけ
られました。

市内選手の成績（完走者・敬称略）
【国際部門 男子】
総合順位 総合記録
28 山崎　　健 ２:22:55
64 本間　洋行 ２:31:09
65 高橋　一仁 ２:31:17
121 山本　祐一 ２:40:53
170 村山　裕一 ２:47:38
218 天井　秀昭 ２:53:25
326 只木　雅実 ３:04:35
368 高野　勝幸 ３:08:46
378 小池　健二 ３:10:05
430 松林　義人 ３:15:28
433 渡辺　　敏 ３:15:38

【リレー部門】
総合順位　　　　　　　	 総合記録

１	 チーム　ニケ今年こそは……。

	 （佐藤真裕美・五十嵐基・五十嵐嵩裕）	 ２:13:26
６	 チーム　大洋盛（平田州・加藤新一郎・中山哲也）	 ２:20:56
21	 M‐１Champion（小黒淳一・竹内泰昭・増田有貴）	 ２:35:38
26	 アルコリズモBチーム（鈴木ひさ子・駒沢亨・駒沢玲子）	 ２:41:25
27	 岩竜島（小岩令・横山竜也・島津陽太）	 ２:43:16
31	 クレイジー・ダイヤモンド（富樫健・伴田宏・青山将之）	 ２:48:43
35	 TEAM　瀬波（佐藤光徳・五十嵐達郎・東海林貴之）	 ２:49:43
40	 新潟リハビリテーション大学（安達剛志・小川洋介・青木正勝）	 ２:55:41
54	 A・S村上（相田剛・東弘一・佐藤明夫）	 ３:25:07

1,020人ものアスリートが駆け抜けた

　一般のボランティアの皆さんにも暑
い中、さまざまなお手伝いをしていた
だきました。

総合順位 総合記録
442 鈴木　謙輔 ３:16:47
463 石嶋　　聡 ３:19:41
503 大滝　典幸 ３:28:18
506 浅野　良三 ３:28:43
509 鈴木　敏明 ３:28:54
569 櫻井　　晶 ３:44:01

【国際部門 女子】
総合順位 総合記録
59 本間　里美 ３:20:49

９月16日㈰
2012村上・笹川流れ国際トライアスロン大会
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■四種混合ワクチンとは

　従来の三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）ワクチンに不活化ポリオワクチンを混合したワクチ

ンです。

■対象者

　生後３か月から７歳６か月未満までの人

　ただし、平成24年７月31日までに生まれた人は、三種混合ワクチンおよび不活化ポリオワクチンを１度

も接種していない人に限ります。

■接種回数および接種間隔

　・初回接種（３回）　１回の接種後、20日から56日までの間隔をおいて接種します

　　　　　　　　　　（１歳に達するまでの間に接種するのが望ましい）

　・追加接種（１回）　初回接種（３回）を終了後、６か月以上の間隔をおいて接種します

　　　　　　　　　　（１歳６か月に達するまでの間に接種するのが望ましい）

■接種を受けるには

　予診票が必要です。下表にあるように生年月日によって予診票のもらい方が異なりますので、よく確認

してから予診票をもらい、接種を受けてください。

生年月日による区分 予診票のもらい方

平成24年７月31日までに生まれた人
お住まいの地区の担当課まで電話または窓口で申し出てくだ
さい。接種歴を確認後、お渡しします。

平成24年８月１日～10月31日生まれの人 随時、個別案内をします。
平成24年11月１日以降に生まれる人 出生時に配布する「すくすくファイル」の中に入っています。

　不明な点や詳細については、お問い合わせください。

●問い合わせ　保健医療課健康支援室　☎53−2111（内線261～263）または各支所地域福祉課保健室

四種混合ワクチンの接種が始まりました

　配偶者などからの暴力や性犯罪、売買春、人身

取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー

行為など女性に対する暴力は、重大な人権侵害で

あり、決して許されるものではなく、男女共同参

画社会の実現を妨げるものです。

　「女性に対する暴力をなくす運動」は、地方公共

団体、女性団体その他の関係団体との連携・協力

のもと、社会の意識啓発など女性に対する暴力の

問題に関する取り組みを一層強化することを目

的としています。

　これを機に、女性に対する暴

力について考え、暴力のない社

会づくりを進めていきましょ

う。

●問い合わせ

　政策推進課企画政策室

　☎53−2111（内線532、533）

　荒川松山区自主防災会では、自治宝くじの助成

金である㈶自治総合センターのコミュニティ助成

事業の助成を受け、災害時に備えた仮設用トイレ

や携帯用無線機などの防災用品を整備しました。

　整備した地域では、今後とも防災意識の堅持のた

めの訓練に加え「備えあれば憂いなし」のとおり地

域の安全・安心の向上に努めたいと考えています。

●問い合わせ

　自治振興課自治振興室

　☎53−2111（内線331）
　または各支所地域振興課自治振興室

女性
暴力
に対する

をなくそう
11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

宝くじ助成金で
防火用品を整備
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　平成25年４月に大学・短大・専修学校（専門課程に限る）へ進学および在学する市内居住者の子弟で、人物・
学力ともに優秀で経済的理由により修学困難な人を選考の上、奨学金を貸与します。
■申込資格
・保護者が村上市民で、市税を滞納していないこと。
　　※納税に際し、分納などをしている人はご相談ください
・学業成績が優秀と認められる人。（在学または出身学校の推薦が必要となります）
　　※５段階評価でおおむね「３」、「良」または「Ｂ」以上がおおむね半分以上
・	本人の保護者（父および母。母子家庭の場合は母。父子家庭の場合は父。父および母
がいない場合は後見人）の１年間の収入額が、おおむね600万円以下、事業所得な
どは、おおむね400万円以下であること。

　　※本人以外にも大学・短大・専修学校への就学者のいる世帯は考慮します
・市内に連帯保証人２人を有する人。（１人は保護者、１人は独立の生計を営む成年者）
・日本学生支援機構や新潟県などの無利子奨学金を受けていない人。
■申込期間　平成25年１月15日㈫〜３月７日㈭
■貸与・返還など
・貸与月額　月７万円・５万円・３万円のうち、本人の希望と家庭の事情などを勘案して決定します。
・貸与期間　平成25年４月から最短修学年限の終期まで。
・振 込 日　	奨学金は毎月10日をめどに口座に振り込みます。ただし、最初の年の４月分は５月分と合算し、５

月に振り込みます。
・返　　還　	卒業後１年を経過した後から起算して、10年を超えない範囲で全額を均等月賦で、口座振替払い

により返還しなければなりません。
・利　　子　奨学金は無利子です。
■申し込み　	申請書などは学校教育課（朝日庁舎）および各教育事務所で配布と受け付けを行います。また、申

請書は市ホームページからもダウンロードできます。
■提出書類
・奨学金貸付申請書　　　　・奨学生推薦調書　　　　　・住民票謄本
・前年の保護者の所得を証明するもの（平成24年分の給与源泉徴収票、公的年金源泉徴収票、確定申告控）
・連帯保証人を内諾している人（２人）の納税証明書
■採否決定　　平成25年３月末日までに選考結果を通知します。
●問い合わせ　学校教育課教育総務室　☎72−6882

平成25年度　村上市奨学生を募集します

　平成24年10月10日㈬、宮城県多賀城市と災害時相
互応援協定を締結しました。
　この協定は、「日本海側の拠点市として、村上市と災
害時の相互応援協定を締結したい」と多賀城市からの
要請に応えるかたちで実現しました。
　この協定では、災害が起きた際の職員の派遣や物資
の提供など、必要な支援を行うことが盛り込まれてい
ます。
　また、被災時には通信途断などにより被災市からの
応援要請ができなくなることが想定されるため、応援
市は自主的な情報収集により、被災市に対する応援を
実施することとしています。
　村上市にとっては、太平洋側の自治体と協定を締結
することで、日本海側に大規模災害が発生した場合で
も応援が受けられることになります。

●問い合わせ　総務課総務・危機管理室　　☎53−2111（内線316）

災害時相互応援協定宮城県多賀城市と締結

締結式で固い握手を交わす菊地多賀城市長と大滝市長
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指
導
者
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
指
導
者
が

抱
え
る
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
課
題
解
決
と

指
導
者
間
の
連
携
を
目
的
に
交
流
の
場
を
設

け
よ
う
と
現
在
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
質
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
発
展
を
図
る
に

は
、
他
の
組
織
や
団
体
、
行
政
な
ど
と
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ

て
広
域
化
し
た
組
織
同
士
が
、
互
い
知
恵
と

技
術
を
持
ち
寄
り
、
助
け
合
え
る
環
境
を
整

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
充
実
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
展
開
で
き
る
各
種
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

来
月
号
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
充
実
」
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
会
（
以
下
、
連
絡
会
）」

を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
連
絡
会
は
、
ク
ラ
ブ

の
人
・
も
の
・
事
業
・
情
報
を
共
有
化
し
て

ク
ラ
ブ
の
運
営
（
経
営
）
能
力
を
高
め
、
事

業
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
し
、
質
の

高
い
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、
定
例
会
や
協
働
事
業
の
開

催
、
会
員
特
典
の
共
有
化
を
図
る
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
５
月
に
は
全
国
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
一
堂
に
会
す
「
全
国

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
議
」
を
村
上
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
、
連
絡
会
や
各
ク
ラ
ブ
で
は

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
整
備
・

充
実
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
と
っ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
果
た
し
て
い
る
役
割
は

極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
紙
で
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
や
経
済
不
況
な
ど
か
ら
、
市

内
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
て
き
て
お
り
、
各
種
団
体
の
活
動
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
教
育
委
員

会
で
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
競
技
力
の
向
上
な
ど
を

図
る
た
め
、
各
種
団
体
の
育
成
・
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
３
つ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
お
の
お
の
が
各
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
住
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、「
村
上
市
総
合
型
地
域

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

創
設
と
育
成
支
援

わ
が
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
営
み

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
い
い
ま
ち
村
上

第8回
●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　

☎
72
‐
６
８
８
６

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
未
設
置

の
荒
川
地
区
お
よ
び
山
北
地
区
で
は
、
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
組
織
を
設
立
す
る
た
め
、

地
域
の
各
種
団
体
の
代
表
者
か
ら
な
る
設
立

準
備
委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
を
発
足
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

荒
川
地
区
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
、
山
北
地
区
は
既
存
組
織
の
更

な
る
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
、
委
員
会
を
軸

に
、
新
た
な
組
織
が
両
地
区
の
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
ス
ポ
ー

ツ
実
施
率
の
向
上
の
た
め
の
中
心
的
な
組
織

と
な
る
よ
う
協
議
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
競
技
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
主
性
を
助

長
し
な
が
ら
、
会
員
数
の
増
加
や
競
技
水
準

の
向
上
を
図
る
に
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

へ
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
選
手
育
成
の
た
め

の
指
導
者
養
成
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要
で

す
。

　

市
内
で
は
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
に
所
属
す
る
多
く
の
指
導
者
が
日
夜
、

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
指
導
者
の
身

分
保
障
や
社
会
情
勢
の
変
化
、
少
子
化
な
ど

選
手
育
成
・
指
導
者
養
成
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

３クラブ協働事業
「グラウンドゴルフ大会」

「これからのスポーツ振興を考える会」
の様子(山北地区)
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　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。

運動会とバーベキューで住民交流
９月９日㈰　三面地域まちづくり協議会

災害に備えたまちづくり　津波避難路の整備
	 ９月29日㈯　大月集落

	 10月８日㈪・14日㈰　野潟集落

　「地域のみんなと交流を深めよう」と、三面地域大

運動会が開催されました。

　この日のため、同協議会交流部会では、集落名入り

ののぼり旗を作成したり、競技メニューを考えたり

と連日準備。当日は、小さな子どもからお年寄りまで

約120人が参加し、パン食い競争や雑学クイズなどで

大いに盛り上がりました。

　終了後は、バーベキューによる交流会。各集落から

参加した皆さんが交流を深め「またやりたいね」との

声も聞かれ、次回の開催に向けた後押しとなってい

ます。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で　
「
荒
川
地
区
敬
老
会
」

９
月
８
日
㈯　

荒
川
地
区

ひ
と
足
早
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　
幻
想
的
な
世
界
を
満
喫

９
月
15
日
㈯　

小
川
小
学
校

第
２
回
北
信
越
町
並
み
ゼ
ミ
村
上
大
会
が
開
催

10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

第
２
回
北
信
越
町
並
み
ゼ
ミ
村
上
大
会
実
行
委
員
会

　

３
８
５
人
が
参
加
し
、
開
催

し
た
敬
老
会
。

　

表
彰
式
で
は
、
男
性
最
高
齢

の
板い

た

垣が
き

武た
け

夫お

さ
ん
（
１
０
５
歳
・

金
屋
）、
女
性
最
高
齢
の
坂さ

か

田た

カ
ウ
さ
ん
（
１
０
２
歳
・
下
鍜

冶
屋
）
ら
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
軽
快
な
お
し
ゃ
べ
り
を

交
え
た
演
出
に
、
会
場
は
笑
い

声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
区
長
や
学
校
評
議
員

な
ど
で
構
成
す
る
舘
腰
地
区
青

少
年
育
成
協
議
会
が
小
学
生
の

親
子
で
「
特
大
カ
ボ
チ
ャ
の
ラ

ン
タ
ン
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の

で
、
３
・
４
年
生
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
「
カ
ボ
チ
ャ
」
を
使
用
。

　

夜
、
70
人
の
親
子
の
力
作
60

個
に
ロ
ウ
ソ
ク
が
と
も
さ
れ
る

と
、
辺
り
は
い
つ
も
の
学
校
と

は
違
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

町
並
み
保
存
や
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
人
な
ど
が
大
勢
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
今
回
の
大

会
。「
町
並
み
景
観
保
存
の
意
義

と
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
北
信
越
各
地
域

の
取
り
組
み
状
況
や
講
演
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

講
師
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

話
し
に
聞
き
入
り
、
休
憩
中
に

は
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
有

意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
月
集
落
と
野
潟
集
落
で
は
、
津
波
避
難
路

の
整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
上
海
府
地
区
町
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
支

援
し
た
も
の
で
、
高
齢
者
が
押
し
車
を
押
し
な

が
ら
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
集
落
内
の
高

台
へ
続
く
道
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
整
備
し

ま
し
た
。

　

集
落
の
皆
さ
ん
は
、
ト
ン
ボ
や
コ
テ
な
ど
を

使
い
、
汗
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
も
、

作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
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継続することが大切　真剣に行われた避難訓練
９月26日㈬　神納東小学校

スポーツの秋を満喫 
ARAKAWAスポーツフェスティバル2012開催
10月７日㈰　荒川地区

　毎年実施する避難訓練。今年は地震による津波から

の避難を想定して行いました。地震発生の放送が流れ

ると、児童は、おしゃべりをすることなく、先生の指示

に従いグラウンドに集合。学校裏の山元遺跡がある高

台へ避難しました。

　今後は、地域の協力を得ながら、子どもたちの命を守る

ための避難路について検討を進めたいと考えています。

　地域住民の健康づくりや交流を図ることを目的に行

われたこのイベント。約200人が参加し、サッカーボウ

リングや高坪山登山など、10の種目に挑戦しました。絶

好の秋晴れの下、参加者は心地よい汗を流し、スポーツ

の秋を満喫した様子でした。

世
代
を
超
え
て　
第
35
回
手
づ
く
り
運
動
会

９
月
16
日
㈰　

湯
ノ
沢
区

あ
い
さ
つ
標
語
で
地
域
の
魅
力
も
伝
え
た
い

10
月
３
日
㈬　

山
北
地
区
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

笑
顔
で
昔
な
が
ら
の
そ
ば
収
穫

10
月
14
日
㈰　

小
俣
ふ
る
さ
と
楽
校

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露

10
月
13
日
㈯　

村
上
市
武
道
協
会

　

区
民
総
出
で
開
催
す
る
湯

ノ
沢
区
運
動
会
。
他
区
の
小

学
生
も
含
む
70
人
が
参
加
し
、

笑
い
声
が
絶
え
な
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
バ
ト
ン
を

つ
な
ぐ
リ
レ
ー
で
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
熱
く

盛
り
上
が
り
、
参
加
し
た
子

ど
も
が
「
来
年
も
ぜ
ひ
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

地
元
の
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
あ
い
さ
つ
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

「
名
物
は　

海
で
す
山
で
す

あ
い
さ
つ
で
す
」
と
地
域
の

魅
力
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
を

応
募
し
、
小
学
生
高
学
年
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

青あ
お

木き

恒こ
う

平へ
い

く
ん
（
さ
ん
ぽ
く

北
小
６
年
）
は
、「
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
と
山
北
の
良
さ
を

一
緒
に
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
潟
市
な
ど
か
ら
応
募
し

た
10
人
を
招
い
て
、
そ
ば
づ

く
り
を
と
お
し
た
交
流
事
業

「
小
俣
宿
で
そ
ば
づ
く
り
」

の
収
穫
編
を
開
催
。
参
加
者

が
ま
い
た
そ
ば
を
地
元
の
人

の
指
導
の
も
と
に
刈
り
取
り
、

昔
な
が
ら
の
脱
穀
作
業
を
し

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
そ
ば
は
、
11
月

18
日
に
開
催
す
る
「
小
俣
宿

の
そ
ば
ま
つ
り
」
で
振
る
舞

わ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
武
道
団
体
の
親
睦

と
振
興
を
目
的
に
「
第
２
回

村
上
市
武
道
祭
」
が
藤
基
神

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
を
は
じ
め

柔
道
、
居
合
道
、
空
手
道
、

銃
剣
道
、
剣
道
、
截
断
道
、

弓
道
の
７
団
体
が
一
堂
に

会
し
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の

成
果
を
披
露
。
集
ま
っ
た

観
客
は
、
普
段
目
に
す
る

機
会
の
少
な
い
各
種
武
道

の
演
技
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
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みそ汁をちょっと工夫して減塩しましょう

村上市の成人における
１日のみそ汁・スープ摂取状況
～平成24年健診時　みそ汁摂取アンケートより～

30 歳以上の成
人では、約５
割の人が１日
２杯以上、み
そ汁を飲んで
います。

みそ汁１杯にはど
のくらいの塩分が
含まれているの？

　みそ汁やスープには 1.5～２ｇ
の塩分が含まれています。１日に
３食、みそ汁を食べると塩分量は
4.5～６ｇにもなります。

みそ汁を具だくさんにする。
⬇

　具の量が増えると、汁の量が減るので減塩に
つながります。野菜もいっぱいとれるので、満
腹感も得られて健康にも良い。

みそ汁のお椀を浅くて広いものに替える。
⬇

　お椀を浅くて広いものに替えると、内
容量が３分の２に減るので、減塩に効果
があります。

みそ汁の塩分測定を希望される方は、本庁・
支所の栄養士か保健師にお声かけください。

工夫
その１

工夫
その2

３杯以上
17.8%

38.0%
36.7%

7.5%

２杯
１杯

飲まない

　村上市食育推進計画では、成人が１日にとる塩分の目標は

10ｇ未満としていますが、平成20年
県民健康・栄養実態調査の結果では、

村上市の成人は１日10gを超えてい

る状況です。

　塩分のとり過ぎは、高血圧や胃がん

の発生と深く関わっています。

　そこで、今回、皆さんの身近な料理

「みそ汁」で減塩する方法をご紹介し

ます。素材本来の味を活かした料理

で、まずは「１日1ｇの減塩」にチャレ

ンジしてみましょう。　

～健康むらかみ21計画だより～

けん こう

●問い合わせ
　保健医療課健康支援室　☎53−2111（内線261～266）

〜 目指せ、１日1ｇ!!　塩分は意識して減らそう 〜
減塩でできる高血圧・胃がん予防

［参考］塩分１gに相当する調味料など

食品名 量（g） 基準量

食塩 小さじ１/６

濃口しょうゆ ７g 小さじ１　強

減塩しょうゆ 12g 小さじ２

ウスターソース 12g 小さじ２

みそ 16g 小さじ２＋2/３

濃厚ソース 18g 小さじ３＋１/２

トマトケチャップ 30g 小さじ５

たくあん 約２切れ

さつま揚げ（小） 約２枚

（五訂食品標準成分表より算出）

右の表を参考に、調

味料を少し減らし

てみてね

食育普及マーク
「ショクビィー」
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認知症の人を地域で支えるために⑥
～介護者のつどいを開催しています～

包括支援センターだより

　今回は、「介護者のつどい」についてお知らせします。

　介護者のつどいは、認知症の高齢者を在宅で介護している人を対象に、介護をしている中で同じような悩

みや経験などを抱えている人たちが、ざっくばらんに話し合いながら、交流を深めていく場です。

　これまでに参加した人から、感想を聞いてみました。

平成24年災害件数（毎月更新）

災害種別 ９月
９月末までの累計

本年 昨年

火　災 3件 23件 16件

救　急 174件 1,795件 1,937件

救　助 2件 39件 41件

その他の災害 13件 153件 196件
※	その他の災害は「警戒」「調査」「水防」「その他（土砂災
害・漏油事故）」「ポンプ車の救急出動」など

　このような思いや意見などが話し合われ、介護者の皆さんにとって、とてもいい気分転換になっています。

　認知症の高齢者を介護していくには、介護者が心身ともに元気でいることが大切です。市では、この介護者

のつどいが、介護者の皆さんのこれまでの経験や情報などを分かち合い、これからの介護の励みとなるよう、

今後も開催していきます。お気軽にご参加ください。

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域福祉課福祉室

と　き　［村上］11月22日㈭
ところ	 市役所本庁５階第４会議室
　　　　［神林］11月28日㈬
	 神林保健センター２階和室
　　　　［朝日・山北合同］11月29日㈭
　　　　　朝日保健センター
時　間　午後１時30分～３時30分
対象者　市内在住の介護者
参加費　100円
申し込み	　各開催日の３日前までに連

絡してください

介護者のつどい
【参加者の感想（抜粋）】

○	介護する家族も時にはリフレッシュしない

といけない。そうすることで普段より優しく

接することができるかも。

○	つどいに初めて参加したが、情報交換してい

く中でお互いよい刺激になった。同じような

体験をしている人からいろんな話が聞けて

とても参考になった。

○	男性の介護者は、自分で抱え込んでしまうこ

とが多く、ストレスが溜まるのではないか。
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《あつまれ!一日図書館員！》

　図書館職員の仕事が体験できる「一日図書館員」を行います。一日図書館員をやってみたい小学生は、中央図書
館までお申し込みください。
と　き　12月１日㈯　午後１時30分～３時　　ところ　中央図書館　　定　員　４人（小学４年生以上）
申込期限　11月25日㈰　　申込方法　中央図書館カウンターにお越しいただくか、電話でお申し込みください。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　飛行士と東京の雨の森（西
にしざき

崎憲
けん

）

◆　希望＜仮＞（花
はなむら

村萬
まん

月
げつ

）

◆　さあ、地獄へ堕ちよう（菅
すがはら

原和
か ず や

也）

◆　デッドマン（河
か わ い か ん

合莞爾
じ

）

◆　カマラとアマラの丘（初
は つ の

野晴
せい

）

◆　佐渡の三人（長
ながしま

嶋有
ゆう

）

◆　宇宙（そら）へ（福
ふ く だ

田和
か ず よ

代）

◆　この年齢（とし）だった！（酒
さ か い

井順
じゅんこ

子）

◆　幸いは降る星のごとく（橋
はしもと

本治
おさむ

）

◆　水のかたち　上・下（宮
みやもと

本輝
てる

）

◆　ライアの祈り（森
もりさわ

沢明
あ き お

夫）

◆　六条御息所源氏がたり３　（林
はやし

真
ま り こ

理子）

◆　アスクレピオスの愛人（林
はやし

真
ま り こ

理子）

◆　犬とハモニカ（江
え く に

國香
か お り

織）

◆　猿の悲しみ（樋
ひ ぐ ち

口有
ゆう

介
すけ

）

図書館職員のおすすめ本
スクラップブッキングの基礎BOOK
　〜写真を見ながら学ぶ〜

久米　英美子　監修
　スクラップブッキングとは、大切な思い出の写真
を美しく飾りつけながらアルバムにまとめること。
　デジタルカメラは手軽に写真を撮ることができる
反面、ついその整理を怠りがちになります。この方法
で思い出の写真を、よりすてきな思い出にしてみま
せんか?

◆　空より高く（重
しげまつきよし

松清）

◆　花見ぬひまの（諸
も ろ た

田玲
れ い こ

子）

◆　アルカトラズ幻想（島
し ま だ

田荘
そ う じ

司）

◆　のろのろ歩け（中
なかじま

島京
きょうこ

子）

◆　魔法使いは完全犯罪の夢を見るか？（東
ひがしがわ

川篤
とく

哉
や

）

◆　はぶらし（近
こんどう

藤史
ふ み え

恵）

◆　ヒートアップ（中
なかやましちり

山七里）

◆　東京ローカルサイキック（山
やまもと

本幸
ゆき

久
ひさ

）

◆　彷徨（さまよ）い人（天
あ ま の

野節
せ つ こ

子）

○　おどろきの瞬間！？大図鑑（伊
い ち じ

地知国
く に お

夫）

○　ドキドキ相性占い（阿
あ

雅
が

佐
さ

）

○　恋する和パティシエール１・２（工
く ど う

藤純
じゅんこ

子）

○　どんぐりむらのおまわりさん（なかやみわ）

○　いちじくにんじん（ごんもりなつこ）

齋
藤　

智ち

江え

さ
ん︹
板
屋
越
︺

　
　
　

若わ
か

菜な

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

　「おはよう」や「こんにちは」と
言葉をかけるとちゃんと頭を下
げ、笑顔で答えてくれます。最近
ではしっかり「バイバイ」と手を
振ることも出来るようになりま
した。
　歌に合わせて体を動かした
り、絵本を見たりするのが大好
きです。
　外での散歩もママと手をつな
いでゆっくりと歩けるようにも
なりました。そんな若菜はパパ
とママの宝物です。これからも
いろいろなことに興味を持って
大きく成長して欲しいです。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
朝日地区です

わが家

宝

の

◆…一般書　○…児童書
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※９月11日から10月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,823人（△18）　34,713人（△7）　	計66,536人（△25）　    22,960世帯（+5）

村上地区

相 馬 助 二	 88	 瀬波新田町
小 林 ハ ル	 82	 仲間町
佐　藤　ソヨ子	 84	 柏尾
近 藤 サ ト	 93	 四日市
髙 野 達 志	 69	 緑町四丁目
伊　藤　ハナイ	 84	 浜新田
佐 藤 　 隆	 75	 大栗田
佐 藤 ヒ ナ	 90	 早川
斉 藤 　 幸	 81	 羽黒町
舩 山 雄 一	 79	 松原町四丁目
川 内 ヨ ツ	 89	 新町
東 　 　 茂	 78	 緑町四丁目
斎 藤 利 男	 72	 緑町一丁目
小　林　與志三	 77	 若葉町
富　樫　ヨネ子	 83	 泉町
大 沼 ア ヱ	 93	 山居町一丁目
小 松 　 錠	 40	 南町二丁目
髙　橋　喜代子	 95	 田端町
大　德　庄一郎	 90	 岩船下浜町
髙 橋 强 美	 65	 塩町
髙　橋　シヅヱ	 84	 瀬波上町
大 塚 經 雄	 72	 松波町

村上地区

楓華（ふうか）	 佐　藤　圭一郎	 八日市
颯音（はやと）	 長 田 宣 洋	 新町
日陽（ひより）	 小 堺 純 一	 松原町三丁目
孝介（こうすけ）	 佐 藤 大 介	 小国町
遥稀（はるき）	 木 村 武 志	 瀬波中町
光樹（こうき）	 剣 持 　 樹	 三之町
隆哉（たかや）	 富 樫 大 樹	 山辺里
准太（じゅんた）	 臼 井 和 美	 山居町二丁目
陽（ひなた）	 山 上 　 勝	 田端町
颯（そう）	 宮 村 　 勉	 緑町二丁目
直樹（なおき）	 小 田 　 貢	 希望ケ丘住宅
遼也（りょうや）	 佐 藤 和 也	 山居町一丁目
楓花（ふうか）	 中 村 雄 介	 山居町一丁目
瑛人（えいと）	 髙 橋 　 力	 飯野三丁目
貴大（たかひろ）	 漆 間 泰 典	 大関

神林地区

琉久（りゅうく）	 田 中 友 和	 福田
碧生（あおい）	 髙 橋 大 志	 下助渕

朝日地区

千翔（ちか）	 板 垣 千 恵	 高根
琉花（るか）	 島 田 幸 生	 下新保
琳（りん）	 島 田 幸 則	 下新保
太一（たいち）	 　 藤 慶 一	 寺尾
彩花（あやか）	 斎 藤 光 幸	 宮ノ下

山北地区

伶旺（れお）	 板 垣 真 吾	 朴平
明希（あき）	 渡 辺 貴 裕	 府屋駅前通
崇斗（しゅうと）	 河 面 和 芳	 大毎
快斗（かいと）	 佐 藤 優 樹	 立島
瑛太（えいた）	 加 藤 祐 樹	 府屋駅前通

朝日地区

志 田 孝 夫	 81	 上野
小　池　又四郎	 78	 瑞雲
大 塲 久 治	 92	 岩沢
板　垣　千代子	 49	 上中島
本　間　富三郎	 79	 岩崩
本 間 久 雄	 75	 岩崩
水 島 倉 男	 87	 小揚
板　垣　セツ子	 77	 猿田
佐 藤 一 雄	 77	 鵜渡路
髙 橋 　 正	 73	 猿沢
柳 　 三 男	 92	 岩沢
辻 澤 キ ン	 87	 大場沢
渡 辺 　 力	 92	 檜原
渡 邉 チ ヨ	 88	 板屋越

山北地区

本　間　キヨイ	 87	 堀ノ内
平 方 君 江	 94	 中浜
佐 藤 　 誼	 82	 大沢
渡 辺 長 一	 91	 府屋本町
　　原　テウノ	 98	 鵜泊
大 滝 愛 子	 88	 大沢

荒川地区

𦥑 井 サ イ	 94	 金屋
遠 山 　 利	 80	 金屋
佐　藤　ツル子	 77	 山口
坂　野　サヨイ	 87	 金屋
佐　藤　ミユキ	 93	 中倉
山 田 の ふ	 87	 坂町
佐 藤 　 春	 82	 下鍜冶屋
森 　 静 子	 95	 梨木
小 林 健 次	 56	 海老江
石 山 カ ウ	 84	 花立

神林地区

　 藤 ま き	 85	 松喜和
櫻 井 和 男	 85	 福田
木 村 　 高	 63	 平林
川 﨑 謙 輔	 75	 北新保
河　内　幸太郎	 63	 牧目

人口と世帯数（10月１日現在） 
（　　）内は前月比
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村上の
　現在策定している「村上市景観計画」で、
重点的に景観形成に取り組んでいきたいと
考えている重点地区候補の景観を紹介しま
す。

今月の表紙編集後記
u先月ぐらいからすっかり秋も深まって

きました。気温も下がり、もう冬がすぐそ

こにきているなと感じられる今日この頃

です。u秋といえば食欲の秋、スポーツの

秋などといわれますが、文化の秋でもあ

ります。先月号でお伝えしましたが、各地

区で文化祭や展覧会が開催されていま

す。出展した皆さんが日ごろから精魂こめ

て手がけたすばらしい作品ばかりが展示

されますので、皆さんもぜひ足を運んで

いただき、文化の秋を堪能してみてはい

かがでしょうか。か○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

⑧

●問い合わせ

　都市整備課計画室　☎53−2111（内線512・513）

■旧武家町地区（重点地区候補地・村上）
　江戸時代の町並みを残した旧

武家町では、平成12年に「村上市

歴史的景観保全条例」を制定し、

生垣の設置や住宅の修景などに

よる、緑豊かな景観づくりが進め

られています。

　連続した生け垣景観と屋敷構

えが特徴的であり、落ち着きのあ

るたたずまいの中に、城下町村上

の歴史と風格が感じられます。

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　10月14日㈰、平林地内の荒川河川広場を会場に新潟県

内初のパラモーター日本選手権が開催されました。パラ

モーターとは、大きな扇風機のようなプロペラ付エンジ

ンを背負って空を飛ぶパラグライダーです。宮城県から

参加した男性は、「村上市は海、山、平野と三拍子揃った良

いところですね。」と話してくれました。

■猿沢地区（重点地区候補地・朝日） 　猿沢は、高根川、三面川の水運

と出羽街道という交通の要衝に

位置し、出羽三山詣で賑わった宿

場町です。

　昭和13・14年の大火の後に再

建された町並みは切妻造りの妻

入で、防火や給水のために引き入

れられた「前の川」とともに、一体

的な景観を形成しています。

※	景観計画は、村上らしい魅力的な景観形成の目標、方
針などに関する事項を定めるものです


